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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
保持部及び係合部を含み、
前記保持部は、照明器具の光源の少なくとも一部を保持可能であり、
前記係合部は、
　前記照明器具の出射方向を覆うカバー部材の内側凸部と係合して前記カバー部材を前記
照明器具本体に取り付けられ、
　側壁部及び天井部を含み、
　前記側壁部及び前記天井部の間に収容空間が形成され、
　前記収容空間に前記カバー部材の内側凸部を収容可能とされて前記天井部及び前記カバ
ー部材の内側凸部が係合することにより、前記カバー部材が前記照明器具本体に取り付け
られ、
　第１の弾性突起部及び停止壁を含み、
　前記第１の弾性突起部は、前記側壁部の前記収容空間側に配置され、
　前記停止壁は、前記側壁部と前記天井部とが接する辺の一端を含むように、前記側壁部
及び前記天井部の両者が接する辺とは異なる一辺から前記収容空間側に突出している、
ことを特徴とする照明器具用の取付具。
【請求項２】
前記係合部が第２の弾性突起部を含み、
前記第２の弾性突起部は、前記天井部の前記収容空間側に配置されていることを特徴とす
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る請求項１記載の照明器具用の取付具。
【請求項３】
前記保持部は、光照射方向に突出した凸状ガイド部を含み、
前記凸状ガイド部は、前記凸状ガイド部の側壁により前記光源の一部の搭載位置をガイド
可能であることを特徴とする請求項２記載の照明器具用の取付具。
【請求項４】
請求項１から３のいずれか一項に記載の取付具を少なくとも二つ含む照明器具用の取付具
セット。
【請求項５】
本体、電源装置、光源、取付具、及び、カバー部材を含み、
前記本体の光出射面側に、前記電源装置、前記光源、前記取付具、及び、前記カバー部材
が配置され、
前記電源装置は、外部電源と接続可能であり、
前記電源装置及び前記光源は電気的に接続され
前記カバー部材の内側には内側凸部が設けられ、
前記取付具は、請求項１から４のいずれか一項に記載の取付具を少なくとも一つ含み、
前記取付具の前記保持部に、前記光源の少なくとも一部が保持され、
前記取付部の前記係合部に、前記内側凸部が係合されていることを特徴とする照明器具。
【請求項６】
前記取付具の少なくとも一つが請求項１記載の取付具であり、
前記内側凸部からさらに内側に突起するストッパー突起部が設けられ、
前記第１の弾性突起部及び前記停止壁と、前記ストッパー突起部との係合により、前記カ
バー部材の移動が制限される
ことを特徴とする請求項５記載の照明器具。
【請求項７】
前記取付具の少なくとも一つが請求項２記載の取付具であり、
前記第２の弾性突起部の弾性力により前記カバー部材の前記内側凸部が前記本体に加圧状
態で固定されることを特徴とする請求項５又は６記載の照明器具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取付具、取付具セット及びそれを用いた照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ、発光ダイオード）の省電力及び
長寿命に着目して、ＬＥＤを用いた照明器具が複数提案されている。例えば、特許文献１
には、光源と、該光源に電力を供給する電源部と、前記光源及び電源部を保持する保持体
とを備えた薄型の照明器具が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－１１７８０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の照明器具では、本体（シャーシ）に、ＬＥＤ搭載基板、及び、前記照明器
具の光出射面の全面を覆う透光性カバーが、取り付けられている。しかし、特許文献１の
照明器具の態様では、本体にＬＥＤ搭載基板を取り付けるための加工が必要となり、かつ
、ＬＥＤ素子毎に拡散レンズで覆うため、透光性カバーを本体に取り付けるための特別な
器具も必要となり、照明器具の構成が複雑になるという欠点があった。
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【０００５】
　そこで、本発明は、照明器具の構成を単純化することが可能な取付具、取付具セット、
及び、それを用いた照明器具の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、本発明の取付具は、照明器具用の取付具であって、
保持部及び係合部を含み、
前記保持部は、照明器具の光源の少なくとも一部を保持可能であり、
前記係合部は、前記照明器具の出射方向を覆うカバー部材の内側凸部と係合して前記カバ
ー部材を前記照明器具本体に取り付け可能である
ことを特徴とする。
【０００７】
　本発明の取付具セットは、前記本発明の取付具を少なくとも二つ含むものである。
【０００８】
　本発明の照明器具は、
本体、電源装置、光源、取付具、及び、カバー部材を含み、
前記本体の光出射面側に、前記電源装置、前記光源、前記取付具、及び、前記カバー部材
が配置され、
前記電源装置は、外部電源と接続可能であり、
前記電源装置及び前記光源は電気的に接続され
前記カバー部材の内側には内側凸部が設けられ、
前記取付具が、前記本発明の取付具を少なくとも一つ含み、
前記取付具の前記保持部に、前記光源の少なくとも一部が保持され、
前記取付部の前記係合部に、前記カバー部材の内側凸部が係合されている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、取付具を採用することによって照明器具の構成を単純化することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１（A）は、実施形態１の取付具の斜視図であり、同図（B）は、前記取付具を
使用した照明器具の部分断面図である。
【図２】図２（A）は、実施形態２の取付具の上面図であり、同図（B1）は、前記取付具
の保持部側を手前とした斜視図であり、同図（B2）は、前記取付具の係合部側を手前とし
た斜視図であり、同図（C）は、前記取付具を使用した照明器具の部分断面図である。
【図３】図３（A）は、実施形態３の取付具の上面図であり、同図（B）は、前記取付具の
斜視図であり、同図（C）は、前記取付具を使用した照明器具の部分断面図である。
【図４】図４は、実施形態４の取付具の斜視図である。
【図５】図５は、実施形態５の取付具の斜視図である。
【図６】図６(A)は、実施形態６の取付具を使用した照明器具の分解斜視図であり、同図(
B)は、前記照明器具を天井に取り付けた状態を示す図である。
【図７】図７（A）は、実施形態１～５の取付具３個でＬＥＤ搭載基板を保持した状態を
示す上面図であり、同図（B）は、前記取付具６個でＬＥＤ搭載基板を保持した状態を示
す上面図である。
【図８】図８（A）は、実施形態７の取付具の斜視図であり、同図（B）は、前記取付具の
上面図である。
【図９】図９は、実施形態８の照明器具の分解斜視図である。
【図１０】図１０（A）は、実施形態９の照明器具の断面図であり、同図（B）は、同図(A
)のX部の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　つぎに、本発明の実施形態について説明する。なお、本発明は、以下の実施形態には限
定されない。なお、以下の各図において、同一部分には、同一符号を付している。また、
各実施形態の説明は、特に言及がない限り、互いの説明を援用できる。さらに、各実施形
態の構成は、特に言及がない限り、組合せ可能である。また、本発明の照明器具及び光拡
散カバーは、例えば、天井に配置されたアダプターに取り付けられるタイプのシーリング
ライトや天井から吊り下げられるタイプのペンダントのほか、街路灯等各種照明器具に適
用することができる。
【００１２】
［実施形態１］
　図１（A）及び（B）に、本発明の実施形態１の取付具の例を示す。同図（A）に示す取
付具１ａは、保持部１１及び係合部１２を含む。保持部１１は、板状部材で形成されてお
り、前記板状部材の同図において上側の面に、光源（例えば、発光素子搭載基板）の少な
くとも一部を保持可能である。板状の保持部１１は、同図において右方向端部で板状の支
持部材１４と逆L字状に結合している。係合部１２は、板状の天井部１２１及び板状の側
壁部１２２を含み、これらが逆L字状に結合している。また、板状の天井部１２１及び板
状の側壁部１２２の間には、収容空間１２３が形成されている。支持部材１４及び側壁部
１２２は、同図において下方向の端部で板状の結合部材１３と結合している。結合部材１
３は、取付具１ａを照明器具の本体に固定する固定部として機能してもよいが、これに限
定されず、結合部材１３以外で照明器具の本体に結合してもよい。同図（B）は、同図（A
）の取付具を使用した状態を示す。同図（B）の例では、光源２は、基板２１の光照射面
に発光素子２２（例えば、ＬＥＤ等）が搭載されている。また、同図（B）の例では、カ
バー部材３は、カバー本体３２の端部（同図において下方向端部）に内側凸部３１が形成
されている。同図（B）に示すように、取付具１ａは、結合部材１３によって照明器具の
本体４の光照射面の一部に固定され、板状の保持部１１に光源２の一部が搭載され、係合
部１２の収容空間１２３に内側凸部３１が収容されることでカバー部材３が照明器具の本
体４に取り付けられている。
【００１３】
　本発明において取付具の材質は、例えば、金属製であってもよいし、樹脂製であっても
よい。このような金属の材質としては、例えば、カラー鋼板、亜鉛メッキ鋼板、バネ用ス
テンレス鋼板等があげられ、樹脂の材質としては、例えば、ＰＰ（ポリプロピレン）、Ｐ
ＢＴ（ポリブチレンテレフタレート）等があげられる。
【００１４】
　本発明において、光源は、特に制限されないが、例えば、基板の光照射面に発光素子が
搭載されたものを含む。前記発光素子としては、例えば、ＬＥＤ及び有機ＥＬ（Ｏｒｇａ
ｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）等があげられる。
【００１５】
　本発明において、カバー部材は、別名で「グローブ」とも呼称されるものであり、照明
器具の光照射面を覆うものである。カバー部材は透光性を有する材料で形成されているが
、例えば、全体または一部を乳白色にして光散乱機能を付与してもよい。カバー部材の材
質は、特に制限されず、例えば、ＰＭＭＡ（ポリメタクリル酸メチル）等のアクリル、Ｐ
Ｃ（ポリカーボネート）、ＰＳ（ポリスチレン）等の樹脂である。
【００１６】
［実施形態２］
　図２（A）、（B1）、（B2）及び（C）に、本発明の実施形態２の取付具の例を示す。同
図（C）は、同図（B1）のA－A´方向から見た断面図である。図２（A）の上面図、同図（
B1）の保持部１１側を手前とした斜視図及び同図（B2）の係合部１２側を手前とした斜視
図に示すように、取付具１ｂにおいて、係合部１２の側壁部１２２の収容空間１２３側に
、板バネ状の第１の弾性突起部１２４が形成され、側壁部１２２と天井部１２１とが接す
る辺の一端を含むように、側壁部１２２及び天井部１２１の両者が接する辺とは異なる一
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辺から収容空間１２３側に、停止壁１２６が突出しており、その他の構成は、実施形態１
と同じである。同図（C）に示すように、カバー部材の内側凸部３１からさらに突起した
ストッパー突起部３１１が形成されている場合、カバー部材の取付時に、カバー部材の内
側凸部３１を係合部１２の収容空間１２３に配置して回動（同図において下矢印方向）さ
せると、第１の弾性突起部１２４がストッパー突起部３１１と接触すると、第１の弾性突
起部１２４が変形してストッパー突起部３１１が第１の弾性突起部１２４を乗り越えるよ
うにカバー部材の回動を可能とし、ストッパー突起部３１１がその先の停止壁１２６に突
き当たることで、カバー部材の回動をストップ可能である。また、カバー部材の取外し時
の回動方向に対しては、ストッパー突起部３１１が第１の弾性突起部１２４に突き当たる
ことで、同図（C）において上矢印方向の回動をストップ可能である。なお、本実施形態
には、カバー部材の内側凸部３１とストッパー突起部３１１とを別個に構成した例を示し
たが、内側凸部３１とストッパー突起部３１１とを一体化して、一つの凸部として構成す
ることも可能である。このような形態であれば、カバー部材の構成をさらに単純化できる
。
【００１７】
　本発明において、第１の弾性突起部の形態及び材質等は、特に制限されず、前記板バネ
状のものの他に、例えば、ゴム等の弾性部材で形成されていてもよい。
【００１８】
［実施形態３］
　図３（A）、（B）及び（C）に、本発明の実施形態３の取付具の例を示す。同図（C）は
、同図（B）のB－B´方向に見た断面図である。図３（A）の上面図及び同図（B）の斜視
図に示すように、取付具１ｃにおいて、係合部１２の天井部１２１に切り込みが入って板
バネ部１２５が形成され、板バネ部１２５の収容空間１２３側に、突起部１２０が形成さ
れ、板バネ部１２５及び突起部１２０により、第２の弾性突起部が形成されており、その
他の構成は、実施形態１と同じである。そして、同図（C）の断面図に示すように、カバ
ー部材の内側凸部３１を係合部１２の収容空間１２３に配置した場合、板バネ部１２５と
突起部１２０から形成された第２の弾性突起部により、同図（C）の矢印で示すように、
カバー部材の内側凸部３１が、本体４側に圧力で押し付けられて固定される。この圧力に
よる押し付けにより、カバー部材と本体４との間に隙間が生じることを防止でき、防虫部
材を別途用いることなく、簡単な構成で、外部からの虫、粉塵等のカバー部材等への侵入
を防ぐことができる。
【００１９】
　本発明において、第２の弾性突起部の形態及び材質等は、特に制限されず、前記板バネ
状のものの他に、例えば、ゴム等の弾性部材で形成されていてもよい。
【００２０】
［実施形態４］
　図４の斜視図に、本発明の実施形態４の取付具の例を示す。同図に示すように、取付具
１ｄにおいて、実施形態２と同様に、係合部１２の側壁部１２２に第１の弾性突起部１２
４が形成され、側壁部１２２と天井部１２１とが接する辺の一端を含むように、側壁部１
２２及び天井部１２１の両者が接する辺とは異なる一辺から収容空間１２３側に、停止壁
（図４には表れず）が突出しており、実施形態３と同様に、係合部１２の天井部１２１に
第２の弾性突起部（板バネ部１２５及び突起部１２０）が形成されており、これら以外の
構成は、実施形態１と同様である。
【００２１】
［実施形態５］
　図５の斜視図に、本発明の実施形態５の取付具の例を示す。同図に示すように、取付具
１ｅにおいて、板状の保持部１１の光照射面側に、光照射方向に突出し、かつ緩やかな円
弧状に伸びて形成された凸状ガイド部１１１が形成されており、これ以外の構成は、実施
形態１と同じである。板状の保持部１１の光照射面側に光源を搭載した場合、凸状ガイド
部１１１は、凸状ガイド部１１１の側壁により前記光源の一部の搭載位置をガイド可能で
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ある。凸状ガイド部１１１は、周形状が円弧状の光源（基板）をガイドするのに適してい
る。
【００２２】
［実施形態６］
　図６（A）は、本発明の実施形態６の照明器具の分解斜視図である。同図に示すように
、実施形態６の照明器具は、本体４、電源装置５、光源２、取付具１、光拡散カバー６、
及び、カバー部材３から構成されている。光源２は、中央に円形の開口が形成された円形
基板の上に複数の発光素子（例えば、ＬＥＤ）が配置されたものである。前記基板は、複
数枚の基板の連結により全体が円形とされていてもよい。前記基板としては、例えば、絶
縁材であるガラスエポキシ樹脂（ＦＲ－４）の平板からなり、表面側に銀箔によって配線
パターンが形成されたものを用いることができる。また、前記配線パターンの上、すなわ
ち、前記基板の表面には、反射層として作用する白色のレジスト層を施してもよい。なお
、前記基板の材料としては、絶縁材とする場合には、前記ガラスエポキシ樹脂（ＦＲ－４
）以外に、セラミックス材料、合成樹脂材料等を適用できる。また、前記基板を金属製と
する場合には、アルミニウム等の熱伝導性が良好で放熱性に優れたベース板の一面に絶縁
層が積層されたベース基板等を適用できる。前記発光素子は、例えば、表面実装型のＬＥ
Ｄパッケージであってもよい。前記ＬＥＤパッケージは、例えば、前記基板の周方向に、
略円周状に複数列（本実施形態では３列）に亘って実装される。また、前記ＬＥＤパッケ
ージに、発光色が昼白色のものと電球色のものとを用い、これらを交互に並べて、各列の
隣接する発光素子を略等間隔をあけて配置してもよい。この昼白色と電球色のＬＥＤパッ
ケージを流れる電流等を調整することにより、調色が可能となる。なお、前記発光素子は
、必ずしも複数列に実装する必要はなく、例えば、前記基板の周方向に沿って、１列に実
装してもよい。前記発光素子の列数及び個数は、例えば、所望の出力等に応じて、適示設
定できる。前記ＬＥＤパッケージは、例えば、セラミックスや合成樹脂で形成されたベー
スに配設されたＬＥＤチップと、このＬＥＤチップを封止するエポキシ樹脂やシリコーン
樹脂等のモールド用の透光性樹脂とから構成されていてもよい。前記ＬＥＤチップは、例
えば、青色光を発光する青色のＬＥＤチップである。前記透光性樹脂には、昼白色や電球
色の光を出射可能とするために蛍光体が混入されている。なお、ＬＥＤは、ＬＥＤチップ
を直接前記基板に実装するようにしてもよいし、砲弾型のＬＥＤを実装するようにしても
よく、実装方式や形式は、特に限定されない。取付具１は、実施形態５の取付具１ｅであ
る。実施形態６の照明器具において、本体４の光出射面側に、電源装置５、光源２、取付
具１、光拡散カバー６、及び、カバー部材３が配置されている。電源装置５は、外部電源
と接続可能であり、電源装置５と光源２は電気的に接続されて外部電源から光源（例えば
、基板のＬＥＤ）に電気を供給する。電源装置５は、例えば、交流１００Ｖ等の外部電源
から供給された電流を整流する整流回路、整流された電圧を所定の電圧に変換するトラン
ス、一定電流を光源２に供給する定電流供給回路等を備える。光拡散カバー６は、光源２
の基板の光照射面を覆うように配置されている。略円形のカバー部材３は、カバー本体を
有し、その端部の内側には、内側に向かって延びる略Ｌ字状の内側凸部が、周方向におい
て複数箇所設けられている。取付具１の保持部によって、光源２の基板の一部が保持（搭
載）されるとともに、取付具１の係合部に、カバー部材３の内側凸部が係合されている。
【００２３】
　本体４は、別称で「シャーシ」とも言われる部材であり、例えば、冷間圧延鋼板等の金
属材料の平板から円形状に形成され、中央に、円形の開口が形成されたものである。本体
４は、例えば、照明器具を天井に取り付けるためのアダプターを取り付け可能である。ア
ダプターは、例えば、従来公知のものを利用できる。このようなアダプターの一例として
は、扁平な円柱形状であり、一端側に、建造物の天井に配置された既存の角型の引掛シー
リングボディの引掛刃係合穴に係合する引掛刃を有するものがあげられる。また、アダプ
ターは、電源装置５に接続されるコネクタを有してもよい。引掛シーリングボディ及びア
ダプターは、引掛刃係合穴及び引掛刃を係合させることで、電気的、機械的に接合される
。アダプターを用いれば、天井との隙間を小さくして照明器具を取付可能である。図６（
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B）に、本実施形態６の照明器具を天井７に取り付けた状態を示す。
【００２４】
　光拡散カバー６は、光源２を覆うものであり、例えば、ＬＥＤ等の直線光を拡散して全
方位に光を照射できるようにするものである。光拡散カバー６は、例えば、乳白色の樹脂
から形成される。前記樹脂としては、例えば、ＰＭＭＡ（ポリメタクリル酸メチル）等の
アクリル、ＰＣ（ポリカーボネート）、ＰＳ（ポリスチレン）等があげられる。
【００２５】
　図６（A）において、電源装置５は、光源２の下側に、本体４に形成された凹部のなか
に配置され、かつ、光拡散カバー６で覆われる態様である。この態様により、カバー部材
３を取り外した場合であっても、光拡散カバー６により、電源装置５が外部に露出しない
構成となっており、手指等の接触による感電等を防ぐことができ、安全性に優れた照明器
具を提供できる。
【００２６】
　図７（A）及び（B）に、取付具１を用いた光源２（基板の上にＬＥＤ等が搭載されてい
る）の保持の形態を示す。
【００２７】
　図７（A）は、取付具１を三つ使用した状態である。同図（A）の場合、少なくとも一つ
の取付具１として、例えば、実施形態２の取付具１ｂを使用すれば、カバー部材の回動を
ストップすることが可能である。また、同図（A）の場合、三つの取付具１として実施形
態３の取付具１ｃを使用すれば、カバー部材を均等に加圧して本体に押し付けることがで
き、虫及び埃等の内部への侵入を効果的に防止可能である。
【００２８】
　図７（B）は、取付具１を六つ使用した状態である。同図（B）の場合は、少なくとも一
つの取付具１として、例えば、実施形態２の取付具１ｂを使用すれば、カバー部材の回動
をストップすることが可能である。また、同図（B）の場合、三つもしくは六つの取付具
１として実施形態３の取付具１ｃを使用すれば、カバー部材を均等に加圧して本体に押し
付けることができ、虫及び埃の侵入を効果的に防止可能である。なお、取付具は、三つ、
六つに限られるものでなく、必要に応じて数を増減することで、各種の照明器具に対応す
ることが可能である。
【００２９】
［実施形態７］
　図８（A）の斜視図及び同図（B）の上面図は、本発明の実施形態７の取付具の例を示す
。同図に示すように、実施形態７の取付具１ｆは、板状の保持部１１の光照射面側に、光
照射方向に突出し、かつ途中で折れ曲がった直線状に伸びて形成された凸状ガイド部１１
１が形成されており、これ以外の構成は、実施形態４と同じである。板状の保持部１１の
光照射面側に光源を搭載した場合、凸状ガイド部１１１は、凸状ガイド部１１１の側壁に
より前記光源の一部の搭載位置をガイド可能である。凸状ガイド部１１１は、周形状に角
を持つ多角形状の光源（基板）をガイドするのに適している。
【００３０】
［実施形態８］
　図９は、本発明の実施形態８の照明器具の例を示す分解斜視図である。同図に示すよう
に、光源２は、中央に円形の開口を有し、かつ、周形状が略四角形の基板に、複数の発光
素子（例えば、ＬＥＤ）が搭載されたものであり、取付具１ｆの保持部には、途中で折れ
曲がって直線状に伸びて形成された凸状ガイド部が形成されていること以外は、実施形態
６の照明器具と同じ構成である。
【００３１】
［実施形態９］
　図１０（A）及び（B）は、本発明の実施形態９の照明器具の例を示す。図１０（A）は
、実施形態９の照明器具の断面図であり、同図（B）は、同図（A）のX部の拡大図である
。同図（A）及び（B）に示すように、実施形態９では、取付具１において保持部１１と係
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合部１２の間（板状の支持部材１４と側壁部１２２の間）に、光拡散カバー収容部が設け
られており、ここに光拡散カバー６の端部が収容されている。このような形態によれば、
取付具１によって拡散カバー６を本体に取り付けることができ、照明器具の構成がさらに
単純なものとなる。また、同図（A）及び（B）に示すように、実施形態９の照明器具では
、板状の保持部１１に搭載された光源２（基板２１）の一部の光出射側の少なくとも一部
が、光拡散カバー６の一部と接触して保持部１１に固定されている。このような形態によ
れば、光源２の固定も簡単な構造で可能となり、照明器具の構成をさらに単純化できる。
【００３２】
　以上、実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は、上記実施形態に限定される
ものではない。本発明の構成や詳細には、本発明のスコープ内で当業者が理解し得る様々
な変更をすることができる。
【００３３】
　上記実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載され得るが、以下には限ら
れない。
（付記１）
保持部及び係合部を含み、
前記保持部は、照明器具の光源の少なくとも一部を保持可能であり、
前記係合部は、前記照明器具の出射方向全面を覆うカバー部材の内側凸部と係合して前記
カバー部材を前記照明器具本体に取り付け可能である
ことを特徴とする照明器具用の取付具。
（付記２）
前記係合部は、側壁部及び天井部を含み、
前記側壁部及び前記天井部の間に収容空間が形成され、
前記収容空間に前記カバー部材の内側凸部を収容可能とされて前記天井部及び前記カバー
部材の内側凸部が係合することにより、前記カバー部材が前記照明器具本体に取り付け可
能であることを特徴とする付記１記載の照明器具用の取付具。
（付記３）
前記係合部が第１の弾性突起部及び停止壁を含み、
前記第１の弾性突起部は、前記側壁部の前記収容空間側に配置され、
前記停止壁は、前記側壁部と前記天井部とが接する辺の一端を含むように、前記側壁部及
び前記天井部の両者が接する辺とは異なる一辺から前記収容空間側に突出していることを
特徴とする付記２記載の照明器具用の取付具。
（付記４）
前記第１の弾性突起部が、板バネであることを特徴とする付記３記載の照明器具用の取付
具。
（付記５）
前記係合部が第２の弾性突起部を含み、
前記第２の弾性突起部は、前記天井部の前記収容空間側に配置されていることを特徴とす
る付記２から４のいずれかに記載の照明器具用の取付具。
（付記６）
前記第２の弾性突起部が、板バネであることを特徴とする付記５記載の照明器具用の取付
具。
（付記７）
前記保持部が、光源を搭載する搭載台部を含むことを特徴とする付記１から６のいずれか
に記載の照明器具用の取付具。
（付記８）
前記保持部が、前記搭載台部の光照射方向に突出した凸状ガイド部を含み、
前記凸状ガイド部は、前記凸状ガイド部の側壁により前記光源の一部の搭載位置をガイド
可能であることを特徴とする付記７記載の照明器具用の取付具。
（付記９）
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さらに、本体固定部を含み、
前記本体固定部によって、前記照明器具の本体に前記取付具が固定可能であることを特徴
とする付記１から８のいずれかに記載の照明器具用の取付具。
（付記１０）
前記保持部及び前記係合部が、一定距離を保った状態で配置され、前記保持部及び前記係
合部の間に、前記照明器具の光拡散カバーの側壁部の一部を収容可能な光拡散カバー収容
部が設けられていることを特徴とする付記１から９のいずれかに記載の照明器具用の取付
具。
（付記１１）
前記本体固定部が、前記保持部及び前記係合部の間に配置され、前記本体固定部、前記保
持部及び前記係合部から囲まれた空間に、前記光拡散カバー収容部が設けられていること
を特徴とする付記１０記載の照明器具用の取付具。
（付記１２）
付記１から１１のいずれかに記載の取付具を少なくとも二つ含む照明器具用の取付具セッ
ト。
（付記１３）
本体、電源装置、光源、取付具、及び、カバー部材を含み、
前記本体の光出射面側に、前記電源装置、前記光源、前記取付具、及び、前記カバー部材
が配置され、
前記電源装置は、外部電源と接続可能であり、
前記電源装置及び前記光源は電気的に接続され
前記カバー部材の内側には内側凸部が設けられ、
前記取付具が、付記１から１１のいずれかに記載の取付具を少なくとも一つ含み、
前記取付具の前記保持部に、前記光源の少なくとも一部が保持され、
前記取付部の前記係合部に、前記カバー部材の内側凸部が係合されている
ことを特徴とする照明器具。
（付記１４）
少なくとも一つの前記取付具の少なくとも一つが付記３又は４記載の取付具であり、
前記カバー部材の内側凸部からさらに内側に突起するストッパー突起部が設けられ、
前記第１の弾性突起部及び前記停止壁と、前記ストッパー突起部との係合により、前記カ
バー部材の移動が制限される
ことを特徴とする付記１３記載の照明器具。
（付記１５）
少なくとも一つの前記取付具の少なくとも一つが付記５又は６記載の取付具であり、
前記第２の弾性突起部の弾性力により前記カバー部材の前記内側凸部が前記本体に加圧状
態で固定されていることを特徴とする付記１３又は１４記載の照明器具。
（付記１６）
さらに、光拡散カバーを含み、
前記光拡散カバーが、前記光源の光出射側に配置されている
ことを特徴とする付記１３から１５のいずれかに記載の照明器具。
（付記１７）
少なくとも一つの前記取付具の少なくとも一つが付記１０又は１１記載の取付具であり、
前記光拡散カバー収容部に、前記光拡散カバーの側壁部の一部が収容されていることを特
徴とする付記１６記載の照明器具。
（付記１８）
前記保持部に搭載された光源の一部の光出射側の少なくとも一部が、前記光拡散カバーの
一部と接触して前記保持部に固定されていることを特徴とする付記１６又は１７に記載の
照明器具。
（付記１９）
前記光源及び電源装置が、前記光拡散カバーで覆われていることを特徴とする付記１６か
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（付記２０）
前記本体の光出射面側において、前記光源が、前記本体と一定の距離を保持した状態で配
置され、
前記電源装置が、前記本体と前記光源との間に配置されている
ことを特徴とする付記１３から１９のいずれかに記載の照明器具。
（付記２１）
前記光源が、基板と発光素子を含み、
前記基板の光出射面に前記発光素子が配置されている
ことを特徴とする付記１３から２０のいずれかに記載の照明器具。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明によれば、照明器具の構成を単純化することが可能な取付具、取付具セット、及
び、それを用いた照明器具を提供することができる。
【符号の説明】
【００３５】
１ａ、１ｂ、１ｃ、１ｄ、１ｅ、１ｆ　取付具
２　光源
３　カバー部材
４　本体
５　電源装置
６　光拡散カバー
７　天井
１１　保持部
１２　係合部
１３　結合部材
１４　支持部材
２１　基板
２２　発光素子
３１　内側凸部
３２　カバー本体
１１１　凸状ガイド部
１２０　突起部
１２１　天井部
１２２　側壁部
１２３　収容空間
１２４　弾性突起部
１２５　板バネ部
１２６　停止壁
３１１　ストッパー突起部
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